
免疫力を
低下させる

血管は、免疫細胞が細菌やウイルスの退治に向かうための通り道で、血流がよいと病原体にすみやかに対応できます。
しかし、タバコは血管や体に様々な悪影響を及ぼし、免疫機能を弱めてしまいます。

タバコは新型コロナを重症化させる

喫煙で免疫力が低下する

タバコは新型コロナを重症化させる

喫煙で免疫力が低下する

タバコは、新型コロナウイルスにかかった場合の
重症化（集中治療室への入院、人工呼吸器の装
着）・死亡リスクを高める最大の要因であること
が報告されています。その理由は、タバコを吸う
と、のどや気管、肺といった呼吸器の免疫機能が
低下するからです。また、タバコは、新型コロナ
の重症化要因としてあげられる糖尿病・心臓病
といった病気も悪化させます。

喫煙がインフルンザのリスクを高める喫煙がインフルンザのリスクを高める
タバコを吸っていると免疫が
低下するため、インフルエンザ
にかかるリスクは2.42倍に、
重症化するリスクは2.81倍に
もなります。

※男性イスラエル軍兵331人（19歳前後）におけるイン
フルエンザにかかるリスク、または重症化するリスク。
入院または職務免除が必要な場合を重症と定義

■インフルエンザにかかるリスク※ ■インフルエンザの重症化するリスク※

　「免疫力」とは、生体の防衛システムで、ウイルスや細菌、
異物などから自分の体を守る抵抗力のこと。
　タバコに含まれる有害物質が体内に入ると、様 な々障害が
起こって免疫力が低下し、感染症にかかりやすくなります。

一酸化炭素が体内を慢性的な酸欠状態にする 
ニコチンが血管を収縮させ、血流が悪化する
血管がダメージを受け、バリア機能が弱まる
ウイルスや細菌を攻撃するリンパ球の機能が
抑制される
唾液分泌が低下する
気管支や肺から異物を吐き出す働きが低下する
免疫力を高めるビタミンCが消費される

タバコ
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タバコが免疫力を低下させる理由
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糖尿病、高血圧、
心臓病、

がんなどの発症・悪化

新型コロナの重症化
または死亡のリスク

3倍以上！！
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